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家族に支えられて、こよなく愛する自宅で 100 回目の特別な
秋を迎えられた、石村フジエさん（七滝）。
天気のいい日は、シルバーカーで付近を散歩される健康な
“幸齢者”は笑顔が最高によく似合う。
年齢と共に深みを増し続けるその表情を穏やかな秋の空と
景色がより一段と引き立たせていた。

 　　 （11 ページに関連記事）
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健康は富に勝る
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とおしもん
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せん ば
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101010/9/9

first volume

　御船小学校（芥川公明校長、355人）の5年生64人が20日、
横田幸子さん（辺田見）の田んぼ約0.3㌃で稲刈りと脱穀作
業を体験しました。県農業共済組合の協力で脱穀機と千歯
を借用して、刈りとった稲の殻粒を穂から取り外す昔なが
らの手作業に汗を流しました。
　また、同小3年生55人が21日、田端幸治さん（田代）の田
んぼ約25㌃で「吉無田水源交流米」と名付けられた稲を収
穫。地元住民たち約50人が参加して、稲刈りの手ほどきを
しながら児童との交流を図りました。

若宮神社例大祭若宮神社例大祭若宮神社例大祭
　若宮神社（辺田見）で秋の例大祭「通門」が行わ
れ、御船町中心部を太鼓や三味線の音にあわせ
て約100人の神幸行列が練り歩きました。「通
門」は、1732（享保17）年の御船川大洪水で、同神
社の御神体が犬淵（嘉島町）まで流された際、氏
子たちが行列をつくり迎えに行ったことが起こ
りとされる伝統行事。沿道には「通門」を一目見
ようと詰めかけた見物客から、盛んな拍手が送
られていました。

小坂小5年稲刈り体験小坂小 5年稲刈り体験小坂小 5年稲刈り体験

中原神社例大祭中原神社例大祭中原神社例大祭

　第2回高木ふれあい祭り（高木公民館、高木区長会主催）
が高木小学校体育館で開かれ、多くの地域住民などが多彩
なステージを楽しみました。発表は、琴や舞踊、カラオケな
ど全15種目で、最も会場を沸かせたのは、「谷川先生と教え
子たち」の寸劇。高木小の平成11年度卒業生（31人）の豊住
和幸さん（高木・22歳）たち8人と、元担任の谷川裕明教諭（熊
本市・42歳）が連絡を取り合い祭りに特別出演。学生時代
の思い出写真にエピソードを織り交ぜながら解説。先生と
教え子の変わらぬ絆と、大人に成長した高木っ子にひとき
わ大きな拍手が送られていました。

　第7回美緑のむら里祭り（北田代公民館主催）が田代西部
福祉センターで開かれ、地域住民など約200人が演芸を堪
能しました。七滝中央小学校児童や北星連などの太鼓を
オープニングに、歌、ものまね、寸劇、漫才などの演芸22種
目が披露されて、会場の笑いを誘っていました。このほか、
九州補助犬協会（福岡県）の桜井昭生副理事長と九州で初の
介助犬を目指すレイク（3歳）の実演も行われ、社会福祉へ
の認識を深めていました。

高木公民館祭り高木公民館祭り高木公民館祭り

　中原神社（田代）で秋の例大祭が行わ
れ、多くの地域住民が参加しました。
この祭りは、五穀豊穣に感謝し、100年
以上続く伝統行事。郷土芸能のひと
つにも数えられる肥後神楽を野田弘
さん（田代）による「新選の舞」が披露さ
れたほか、グラウンドゴルフやゲート
ボール、カラオケ、子ども相撲なども行
われて、境内にはにぎやかな声が響い
ていました。

101010/15/15/15

101010/16/16/16

101010 /20･21/20･21/20･21 御船小稲刈り体験御船小稲刈り体験御船小稲刈り体験

101010/25/25/25

101010/25/25/25

美緑のむら里祭り美緑のむら里祭り美緑のむら里祭り

Photo ／田代西部地区の元気クラブも参加して「われらの人生こ
れからだ」などを大合唱。町内の元気クラブで最高齢の
髙松ミチ子さん（田代・前列右4人目）も熱唱されて、参
加者全員に元気を送った
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Photo／第２明星学園田代福祉センターの山崎雅之園長（小坂・左）
や職員、利用者も祭りに参加。「（田代福祉センターも）２
年目を迎え、これからも（田代西部）地域の方と長い付き
合いをしていきたい」と話し、2曲を熱唱された山崎園長
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　小坂小学校（丹生幸人校長、167人）の5年生39人が本田幸子さん（豊秋）の田んぼ
約0.7㌃で稲刈りを体験しました。横一列に並び、専用のかまを使って稲を束ねて
刈りとった後、コンバインで脱穀作業を行いました。古澤怜奈さん（豊秋）は、「稲
刈りは初めて。みんなで植えた苗を収穫できて嬉しかった」と話していました。
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Photo ／「地元の人が稲刈りを親切に教えてくれて楽しかった」と
話していた榊渉平くん（滝川・左）と山本耕平くん（同・右）
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Photo ／小学校時代の懐かしい思い出をスライド写真で語る高
木小学校卒業生の8人
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Photo ／お参りに訪れた七滝中央小の児童たちに　　　　　
健康を祈願する「願始」を舞う野田弘さん（右）
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Photo ／鉢巻き、たすき掛けの着物をまとい通門の先頭で太鼓を打ち鳴らす
吉澤千咲さん（辺田見・左）と成瀬香織さん（御船・右）
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町
民
と
の
約
束
を
町
民
が
採
点

果
た
し
て
、
そ
の
点
数
は
？

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

政策政 策
祖
父
母
が
育
児
に
参
加
？

そ
の
取
り
組
み
明
ら
か
に

　

初
回
と
な
っ
た
意
見
交
換
会
で
、評
価
・

検
証
に
選
ば
れ
た
の
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
柱
５
「
誰
も
が
い
き
い
き
と
み
ん
な
で

支
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
含
ま
れ

る
「
祖
父
母
の
育
児
体
験
を
募
集
し
、
子

育
て
情
報
の
提
供
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
」
の
取
り
組
み
で
す
。

　

担
当
の
福
祉
課
で
は
、①
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
②
つ
ど
い
の
広
場
③
子
育
て
サ

ポ
ー
ト―

な
ど
の
事
業
を
取
り
組
み
と
し

て
説
明
（
下
表
）。
こ
の
取
り
組
み
は
、

御
船
昭
和
保
育
園
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

談
話
室
へ
の
委
託
事
業
で
、
子
育
て
の
支

援
や
相
談
、
保
育
体
験
、
保
護
者
交
流
の

場
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

取
り
組
み
の
中
で
、
日
本
茶
講
座
や
食
の

交
流
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
に
祖
父
母
が

参
加
し
て
交
流
が
図
ら
れ
た
実
績
を
挙
げ

ま
し
た
。
結
果
、
保
護
者
に
祖
父
母
世
代

の
知
恵
や
文
化
が
伝
わ
っ
た
こ
と
や
地
域

の
祖
父
母
と
顔
見
知
り
に
な
れ
た
こ
と
が

成
果
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
採
点

個
人
評
価
で
明
暗
分
か
れ
る

　

福
祉
課
か
ら
の
事
業
説
明
を
受
け
て
、

評
価・検
証（
10
項
目×
10
点
満
点
）を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
踏
ま
え
ら
れ
て
採
点
さ
れ
ま
し
た

（
5
ペ
ー
ジ
表
）。

❶
数
値
目
標
、
達
成
期
限
、
財
源
、
手
法

・

祖
父
母
の
育
児
体
験
が
募
集
さ
れ
て
い

な
い
。
工
程
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
広
場
で
は
作
れ
な
い
（
4
点
）

❷
地
域
の
事
情
や
住
民
ニ
ー
ズ
、
有
効
性

・

ア
ン
ケ
ー
ト
は
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の

後
反
映
さ
れ
て
い
な
い
（
4
点
）

❸
地
域
の
分
権
・
自
立

・

分
権
と
の
関
係
説
明
が
な
い
の
で
分
か

ら
な
い
。
自
立
は
評
価
で
き
る（
5
点
）

❹
住
民
に
対
す
る
周
知
・
説
明

・

こ
の
項
目
だ
け
と
考
え
る
と
不
明
な
点

が
多
い
が
、
全
体
的
に
説
明
会
な
ど

頑
張
っ
て
い
る
（
6
点
）

❺
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・

今
日
（
の
意
見
交
換
会
に
）
参
加
の
職

員
の
数
が
少
な
い
（
2
点
）

❻
市
民
団
体
の
理
解
・
協
力

・

今
日
の
町
民
参
加
が
少
な
い
（
1
点
）

❽
評
価
、
検
証
、
満
足
度

・

検
証
資
料
の
成
果
内
容
が
本
当
で
あ
れ

ば
（
高
く
評
価
で
き
る
）（
10
点
）

❾
課
題
の
解
決
、
住
民
の
生
活
向
上

・

こ
の
項
目
は
、
取
り
組
み
次
第
で
住
民

の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
が
、
い
ま

ひ
と
つ
の
状
態
（
5
点
）

10
問
題
意
識
や
課
題
検
討

・

問
題
意
識
や
検
討
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
こ
と
が
良
い
（
6
点
）

数
値
目
標
で
検
証
と
改
善

目
標
指
向
型
へ
の
転
換
期

　

意
見
交
換
会
の
総
評
で
、
神
吉
信
之
氏

（
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
九
州
代
表
）
は
、「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
、❶
❷
❸（
形
式
・
妥
当
性
）
が
で

き
て
い
な
い
と
、
残
り
の
項
目
が
検
証
で

き
な
い
。今
回
の（
取
り
組
み
の
）設
定
は
、

❶
❷
❸
が
で
き
て
い
な
い
。数
値
目
標
は
、

（
祖
父
母
の
育
児
体
験
を
）
募
集
と
あ
る

た
め
、
募
集
件
数
の
数
値
を
設
定
す
る
こ

と
が
可
能
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し

て
効
果
を
検
証
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と

も
大
事
な
こ
と
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

山
本
町
長
は
、「
担
当
課
で
は（
事
業
の
）

範
囲
が
狭
く
見
え
な
い
が
、
町
民
の
目
線

で
は
、
横
の
つ
な
が
り
が
見
え
る
の
で
気

づ
き
が
生
ま
れ
る
。
今
年
か
ら
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
実
行
隊
の
人
数
（
７
人
↓
13
人
）
を

増
や
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

担
当
外
か
ら
見
た
率
直
な
疑
問
や
気
づ
き

を
大
切
に
し
て
い
る
。
行
政
の
仕
事
も
従

来
の
や
り
方
か
ら
目
標
指
向
型
へ
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
町
民
目
線
を
高
く

評
価
す
る
一
方
、
行
政
事
務
が
転
換
期
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
評
価
・
検
証
し
た
初

の
意
見
交
換
会
を
終
え
て
、
参
加
さ
れ
た

町
民
か
ら
は
行
政
を
批
判
す
る
意
見
で
は

な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
向
上
を

望
む
声
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
町
民
の
目
線
か
ら
評
価
・
検
証
を
す
る

意
見
交
換
会
が
10
月
19
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
担

当
課
の
事
業
取
り
組
み
に
対
し
て
の
町
民
評
価
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場所／御船昭和保育園、町内5箇
所の公民館（御船、木倉、
小坂、下高野、浅の藪）

内容／子育ての情報提供・相談など
対象／ 6歳までの子どもと保護者
利用／平日・午前 10 時～午後 3時
料金／無料

場所／御船公民館分館
内容／子育て親子の交流の場を提

供、育児不安の相談など
対象／ 3歳までの子どもと保護者
利用／平日・午前 10 時～午後 4時
料金／無料

場所／御船公民館分館
内容／子育てサポーターが子どもの

送迎、一時預かりなど
対象／小学校 3年生まで
利用／平日・午前 7 時～午後 8 時

※早朝や夜間も可
料金／１時間 500 円

①子育て支援センター①子育て支援センター①子育て支援センター

※子育て事業の詳しい内容は福祉課児童福祉係（内線 150）までおたずねください。※子育て事業の詳しい内容は福祉課児童福祉係（内線 150）までおたずねください。※子育て事業の詳しい内容は福祉課児童福祉係（内線 150）までおたずねください。

②つどいの広場②つどいの広場②つどいの広場 ③子育てサポートセンター③子育てサポートセンター③子育てサポートセンター

子育て関係の事業を簡単にご紹介子育て関係の事業を簡単にご紹介子育て関係の事業を簡単にご紹介

①子育て支援センター
親子ふれあい遊び、町内保育所・
幼稚園で交流会
②つどいの広場
日本茶を親しむ講座、手作りお
やつ交流
③子育てサポートセンター
保育所や幼稚園、学童の送迎、
子どもの一時預かり

祖父母との交流もあっ
て、祖父母世代の知恵
や文化が伝わった

地域の祖父母世代と顔
見知りになった

祖父母の育児体験が子
育て中の親子に直接体
験を通して伝わった

主な取り組み 効果・成果 期限
（年月）

達成度
（％）

実施年度
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

なし
（継続）

なし
（継続）

なし
（継続）

 

評価・検証の内容（10項目×10点満点）

総合評価の目安

❶　数値目標、達成期限、財源、手法

❷　地域の事情や住民ニーズ、有効性

❸　地域の分権・自立

❹　住民に対する周知・説明

❺　町長のリーダーシップ

❻　市民団体の理解・協力

❼　推進体制（組織機構）・実行計画

❽　評価、検証、満足度

❾　課題の解決、住民の生活向上

10　問題意識や課題検討

評価できない

0点 20点 40点 60点 80点 100点

改善点が多い 高く評価できる部分的に
評価できる

改善点はあるが
評価できる

４ 点

３ 点

４ 点

４ 点

４ 点

３ 点

３ 点

３ 点

３ 点

３ 点

総合評価

※総合評価は、意見交換会に参加された
　町民 22 人の平均点です。

34 点形
式
・
妥
当
性

効　

果

推
進
・
進
ち
ょ
く
度

平均点

「地域性を生かした生産体制の確立を図
る。循環型農業を確立し、ブランド化、
オリジナル性を確立し、直売所を生かす」

12月の意見交換会のお知らせ
テーマ：地域振興

▼日　時　12月17日（木）
　　　　　午後7時30分～午後9時

▼場　所　カルチャーセンター2階大会議室
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若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
防
団
へ

滞
納
処
分
の
実
績
を
中
間
公
表

特別ごみの収集にご協力を

問　

総
務
課
地
域
・
防
災
係
（
内
線
2
1
4
）

問　保健衛生課環境衛生係（内線163）

　

平
成
22
年
度
の
御
船
町
消
防
団
員
を
募

集
し
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
深
い
郷
土
愛

護
の
精
神
で
、
火
災
や
地
震
、
風
水
害
な

ど
多
く
の
災
害
か
ら
、町
民
の
尊
い
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
日
夜
献
身

的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
入
団
の
条
件

　

年
齢
18
歳
以
上
で
、
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
っ
て
、
各
消
防
団
の
地
区
に
居
住
す

る
方
で
す
。
ま
た
、
消
防
活
動
が
可
能
な

方
は
、
町
外
か
ら
も
入
団
が
可
能
で
す
。

▼
団
員
の
保
障

①
報
酬
支
給
（
退
職
報
償
金
あ
り
）

②
公
務
災
害
補
償

③
消
防
互
助
年
金
の
加
入
資
格　

な
ど

▼
消
防
団
へ
の
勧
誘

　

消
防
団
員
の
職
業
に
は
、
自
営
業
や
農

業
、
会
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方

が
在
籍
さ
れ
、
消
防
団
活
動
を
通
じ
た
新

た
な
仲
間
や
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

消
防
団
か
ら
入
団
の
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
快
諾
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
県
の
税
務
課
職
員
と
合

同
で
、
町
県
民
税
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
町

税
の
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

税
金
は
町
に
と
っ
て
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
収
納
率

が
下
が
れ
ば
、
収
入
が
減
り
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

税
の
未
納
者
に
対
し
て
、
地
方
税
法
で

は
「
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
、
滞

納
者
の
財
産
を
差
押
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
方
と
の
公

平
性
を
図
る
た
め
に
も
、
町
税
の
滞
納
者

に
対
し
て
は
継
続
し
て
、
家
宅
捜
索
な
ど

の
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
は
窓
口
延
長
の
午

後
7
時
30
分
ま
で
、
納
税
に
関
す
る
相
談

を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

公
売
会
開
催
の
お
知
ら
せ

【
第
2
回
県
・
市
町
村
合
同
公
売
会
】

▼
日　

時　

12
月
11
日
㊎

　
　
　
　
　

開
場
・
午
前
9
時
30
分

▼
場　

所　

益
城
町
総
合
体
育
館

▼
出
品
数  

約
1
0
0
点

　
　
　
　
　
（
県
内
19
団
体
参
加
）

【
第
１
回
熊
本
県
南
合
同
公
売
会
】

▼
期　

日　

１
月
22
日
㊎

　
　
　
　
　

開
場
・
正
午

▼
会　

場　

不
知
火
公
民
館

▼
出
品
数  

約
50
点

　
　
　
　
　
（
県
内
5
団
体
参
加
）

将
来
の
学
校
給
食
を
考
え
る

委
員
会
が
町
民
へ
中
間
発
表

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

給食給 食消防消 防衛生衛 生

問　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線
1
3
7
）

（
3
パ
タ
ー
ン
）③
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で

の
建
設
の
３
方
式
で
検
討
。
自
校
方
式
で

の
給
食
室
建
替
え
費
用
、
給
食
セ
ン
タ
ー

方
式
の
建
設
費
、
そ
れ
ぞ
れ
の
維
持
費
や

人
件
費
な
ど
一
定
の
条
件
と
年
数
で
の
試

算
結
果
を
報
告
。
最
も
財
政
面
へ
の
負
担

と
な
ら
な
い
の
は
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
と

し
、
逆
に
負
担
増
は
一
部
共
同
方
式
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。（
右
表
）

　

現
在
、
同
委
員
会
で
は
、
給
食
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
参
加
者
意
見
の
集
約
と
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
約
１
千
人
対
象
）
の

集
計
・
分
析
を
し
た
内
容
を
報
告
書（
素
案
）

へ
と
反
映
さ
せ
る
作
業
を
進
め
、
11
月
下

旬
に
山
本
町
長
へ
提
出
。
こ
の
報
告
書（
素

案
）
が
給
食
施
設
の
在
り
方
を
決
定
す
る

た
め
の
最
終
的
な
判
断
材
料
と
さ
れ
て
、

12
月
定
例
議
会
で
報
告
が
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
31
日
、

役
場
で
開
催
さ
れ
、
町
民
や
町
職
員
な
ど

約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

御
船
町
学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員

会
（
下
野
正
委
員
長
）
が
、
学
校
給
食
の

在
り
方
を
食
育
や
地
産
地
消
、
財
政
面
か

ら
の
総
合
的
な
検
討
結
果
を
町
民
へ
発
表

し
て
、
幅
広
い
町
民
の
意
見
を
取
り
上
げ

よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、①
地
産
地
消
・
流
通
班

②
学
校
給
食
・
食
育
班
③
財
政
班
の
３
班

体
制
。
こ
れ
ま
で
、
野
菜
生
産
者
や
納
入

業
者
、
学
校
な
ど
の
関
係
者
と
意
見
交
換

や
給
食
施
設
の
見
学
な
ど
で
検
討
し
た
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
・
流
通
班
で
は
、
町
内
の
小

中
学
校
で
給
食
に
使
用
さ
れ
た
野
菜
や
果

物
な
ど
主
要
品
目
と
数
量
に
対
す
る
町
全

体
の
出
荷
量
や
納
入
ル
ー
ト
を
調
査
。
地

元
野
菜
の
使
用
頻
度
が
低
く
地
産
地
消
の

拡
大
に
は
、「
出
荷
協
議
会
の
設
立
」「
流

通
体
制
の
見
直
し
」
が
必
要
と
説
明
し
ま

し
た
。（
上
表
）

　

学
校
給
食
・
食
育
班
で
は
、
町
内
の
小

中
学
校
の
給
食
棟
や
甲
佐
町
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
施
設
見
学
と
試
食
、
意
見
交
換

な
ど
を
報
告
。「
御
船
小
と
御
船
中
給
食

棟
の
老
朽
化
の
改
善
」「
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
」「
家
庭
と
学
校
給
食
の
連

携
」
が
必
要
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

財
政
班
で
は
、
学
校
給
食
施
設
の
財
政

面
を
①
自
校
方
式
継
続
②
共
同
方
式
導
入

税金税 金

　通常は廃棄できない特別なごみの収
集を行います。エアコン、テレビ、冷蔵
庫、洗濯機などが対象です（有料）。
　詳しくは、11月中旬発送の回覧をご覧
ください。

▼特別ごみ収集の日程

▼時　間　午前８時～正午
※どちらか都合の良い収集場所へ搬送
してください。

11月29日㊐ 国道445号
七滝トンネル（七滝）

12月６日㊐ 鳥獣保護センター
駐車場（高木）

日　程 場　所

※数値は、平成 21年 10 月末時点

御船町の滞納処分実績

家宅捜索

動産差し押さえ

預貯金差し押さえ

生命保険差し押さえ

自動車差し押さえ

26 件

2060 点

193 件

1 件

5 件

（5,027,687円）

町からの税金投入
シミュレーション

費　用
（H22～40年度） 自校方式との比較

自校方式
共同方式１

共同方式２　

共同方式３　

給食センター方式

（御船小＋御船中）

（御船小＋御船中＋木倉小）

（御船小＋御船中＋木倉小＋滝尾小）

22億0800万（A）

23億1300万（B）

21億9200万（C）

19億6700万（D）

15億1600万（E）

―　　　　

1億0500万（B-A）

△1600万（C-A）

△2億4100万（D-A）

△6億9200万（E-A）

◎自校方式　各小中学校（７校）の給食施設を学校敷地内で建替える方法。
◎共同方式1　親子式（御船小＋御船中）として、御船中へ給食を配送。
そのほかの各小学校（５校）は自校方式とする方法。
◎共同方式2　親子式（御船小＋御船中＋木倉小）として、御船中と木
倉小へ給食を配送。そのほかの各小学校（４校）は自校方式とする方法。
◎共同方式3　親子式（御船小＋御船中＋木倉小＋滝尾小）として、御
船中と木倉小、滝尾小へ給食を配送。そのほかの各小学校（３校）は
自校方式とする方法。
◎給食センター方式　御船小の改築に併せて給食センターを建設。各小
中学校（７校）へ給食を配送する方法。
◎費用　施設規模に応じた人件費（栄養士、調理員）、物件費（委託料、
使用料など）、扶助費（保護就学援助費など）、起債（国からの借金）
など９項目を一定の条件で計算したもの。詳しい内容は、御船町ＨＰ
で公開中。

学校給食の納入ルート（案）

生産者
仕入

注文

※納入

ＪＡ上益城

集荷業者

出荷協議会

学校給食会 
ほか

市場 ほか 各小中学校各小中学校

❷

仕入❸

仕入❸

納入❹

❶
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問　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
2
4
8
）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は

毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
や
死
亡
、
遺

棄
な
ど
の
理
由
で
、
父
親
と
生
計
が
同
じ

で
な
い
母
子
世
帯
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

▼
助
成
の
対
象
者

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の
支

給
対
象
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
の
決
定
は
、
前

年
の
所
得
を
基
に
し
て
、
毎
年
8
月
に
見

直
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
の
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
②
父
が
死
亡
③
父

が
重
度
の
障
が
い
④
父
の
生
死
が
不
明
⑤

父
か
ら
１
年
以
上
の
遺
棄
⑥
父
が
１
年
以

上
の
拘
禁
⑦
母
が
婚
姻
せ
ず
に
出
生

▼
手
続
き
が
必
要
で
す

　

次
の
場
合
に
は
、
手
当
を
受
け
る
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
資
格
喪
失
届
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
助
成
や
貸
付
の
資
金
で

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
、
健
康
の
保
持
や
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。

▼
助
成
の
対
象
と
支
給
要
件

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
、
ま
た
は
母

②
①
の
者
が
扶
養
す
る
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童

③
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
3
月
31
日
ま

で
の
者
で
父
母
の
い
な
い
児
童

※

父
（
母
）
は
、
児
童
の
20
歳
の
誕
生
月

ま
で
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
児
童
は
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額

　

自
己
負
担
額
の
3
分
の
2

※

他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
、
ひ
と
り

親
家
庭
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
住
所

や
加
入
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
の
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
下
表
）

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

上
益
城
地
域
振
興
局
福
祉
課

　

☎
2
8
2-
0
2
1
5

①
母
が
婚
姻
し
た
と
き
（
内
縁
、
同
居
を

含
む
）②
児
童
を
養
育
、監
護
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
児
童
の
施
設
入
所
、
里
親
、
婚

姻
を
含
む
）③
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、

恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
④
児
童
が
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
た
と
き　

な
ど

問　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
内
線
1
5
0
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
の
社
会
保
障
で
あ
る

と
共
に
、
農
業
の
担
い
手
を
支
援
す
る
年

金
制
度
で
す
。
国
民
年
金
に
農
業
者
年
金

を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
老
後
へ
の
安
心

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
人
は
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

②
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
配
偶

者
、
後
継
者
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
メ
リ
ッ
ト
満
載

▼
保
険
料
額
を
自
由
に
設
定

　

自
分
で
保
険
料
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
月
額
2
万
円
〜
6
万
7
千
円
の
間
。

千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
）。
農
業
の
経

営
状
況
や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証
付
き

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
、

加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
ほ
か
、
税
の
優
遇
措
置
や
農
業
担

い
手
へ
の
政
策
支
援
も
あ
り
ま
す
。

福祉福 祉

申
請
や
相
談
は
お
早
め
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
を
す

る
際
に
、
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
月
分
以
外
の
保
険
料
を

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
場
合
は
、

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

今
年
度
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、
後
か
ら

納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
後
か

ら
納
付
し
た
保
険
料
分
の「
領
収
証
書
」

も
必
ず
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

世
帯
主
、
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
、

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保

険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農業農 業

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

税
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

老
後
へ
の
安
心
積
み
立
て

そ
れ
が
農
業
者
年
金
で
す

問　

町
民
保
険
課
町
民
案
内
係
（
内
線
1
1
6
）

年金年 金

児童扶養手当現況届を未提出の方は至急ご連絡ください。
また、昨年は手当が受給できなかった方でも今年は手当
が受給できる場合がありますのでご相談ください。

※このほかにも、資金（住宅、転宅、結婚、医療介護など）の貸付があります。

平成21年11月平成21年１月１日～ 9月30日
までに納付された方

※証明書を紛失された場合には再発行ができます。

▼問い合わせ（控除証明書専用ダイヤル）
　☎0570-070-117（IP電話03-6700-1130）

平成22年2月平成21年10月1日～ 12月13日
までに納付された方

納付した期間 証明書の送付時期

※保険料を月額２万円、65歳までの付利利率を3.0％、
　65歳以降の予定利率を1.75％で試算しています。

手当の一部（月額）

41,720円

3人目から児童1人増えるごとに
3,000円加算

46,720円

・母子家庭の母
・寡婦

失業期間中の生活の安定と再就職
の促進を図るための資金

【生計中心者】  103,000円（月）
【生計中心外】    69,000円（月）

【技能習得資金】   65,000円（月）
【運転免許取得】  460,000円

39,500円  ～  590,000円
※小学校、中学校、高校、修業施設、大学、短大に
応じた貸付の範囲です。
30,000円  ～  96,000円
※高校、専修学校、大学、短大、専門学校に応じた
貸付の範囲です。

就学、修業するために必要な被服
などの購入に必要な資金

高校、大学、専門（専修）学校への就
学資金（授業料、書籍代、交通費など）

児童（子）が事業や就職に必要な知
識と技能を習得するための資金

・母子家庭の母が
　扶養する児童

・父母のいない児童

・寡婦が扶養する子

手当（月額）

１人

２人

生　　活

就学支度

修　　学

修　　業

３人
以上

児童数

資金の種類 貸付の対象 資金の内容 貸付限度額

所得に応じて
41,710円～ 9,850円

児童1人の手当に
5,000円加算

加入年齢 納付期間 試算額（年額）

20歳

30歳

40歳

50歳

40年

30年

20年

10年

男性／ 113万円

男性／  71万円

男性／  40万円

男性／  17万円

女性／ 98万円

女性／ 62万円

女性／ 35万円

女性／ 15万円
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まちのまちまちのわだいわだいわだいまちのまちまちのわだいわだいわだい

身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

熊日金婚夫婦表彰伝達式
苦楽を共に歩んで半世紀

御　船　井野　陽助（83）・美耶子（74）／１丁目
　　　　松永　誠也（77）・美栄子（80）／１丁目
　　　　高田　克朗（77）・令　子（74）／２丁目
　　　　福永　幸夫（77）・　　悦（73）／６丁目
　　　　権東　秀雄（76）・喜美枝（76）／６丁目　
辺田見　宮村　政敏（76）・洋　子（75）／上辺田見
　　　　小笹　照男（78）・スギ子（73）／上辺田見
　　　　酒井　榮三（74）・千佳子（71）／下辺田見
滝　川　中村今朝雄（73）・君　代（75）／牛ヶ瀬１区
　　　　永本　恭博（78）・洋　子（76）／牛ヶ瀬１区
　　　　柴田　一能（79）・達　子（77）／牛ヶ瀬１区
　　　　中村　幸雄（76）・幼　子（75）／桜　町
　　　　鈴木　隆雄（77）・和　熙（73）／今　城
滝　尾　福嶋　　功（78）・フミエ（77）／横　野
　　　　緒方　　實（76）・喜代子（78）／横　野
　　　　熊谷　　直（78）・敬　子（70）／玉　虫
　　　　増永　春人（71）・正　美（70）／玉　虫
　　　　永野　廣一（72）・アサコ（71）／玉　虫

　　　　中村　新一（73）・サカヱ（72）／玉　虫
　　　　緒方　國弘（75）・利惠子（75）／下　鶴
　　　　増田　　厚（76）・幸　子（69）／上梅木
水　越　渡邉　義則（75）・美智子（71）／馬　立
　　　　谷口　明義（78）・チヱ子（80）／五ヶ瀬
木　倉　増田　淑郎（76）・幸　子（72）／西木倉
　　　　山田　誠也（76）・サツミ（70）／宗心原
　　　　増藤　範昭（74）・美惠子（72）／足　水
　　　　松永　啓吉（73）・結　子（72）／小　路
　　　　寺林　孝市（76）・房　子（74）／北木倉
　　　　山内　　進（74）・幸　子（75）／北木倉
高　木　沖　三一郎（76）・紀美子（69）／上高野
　　　　宮﨑　正昭（77）・シズヤ（79）／上高野
　　　　菅　　敏光（77）・タキ子（76）／上高野
　　　　坂田　勲二（76）・セツミ（70）／甘　木
　　　　武内　　一（73）・キミ子（73）／甘　木
　陣　　德永　　登（77）・千鶴子（72）／　陣
豊　秋　江原　繁春（76）・隆　子（71）／秋　只
　　　　江原　敏光（78）・節　女（74）／秋　只
上　野　馬場口　貢（76）・千枝子（74）／八　勢
　　　　川部　隆則（73）・ 　音（72）／古閑ノ迫
　　　　岩渕　信親（72）・ミキエ（73）／古閑ノ迫
　　　　田村　洋一（75）・智　子（73）／南田代２区
田　代　髙添　孝明（71）・ヨシエ（72）／南田代３区
　　　　上田　末信（73）・京　子（72）／南田代４区
　　　　𠮷澤　二男（75）・美　女（75）／南田代４区
　　　　𠮷澤　義博（77）・エイ子（72）／南田代４区
　　　　市川　睦男（72）・結　子（72）／上田代
　　　　上田　　築（77）・クニ子（75）／上田代
　　　　田代　義則（76）・美惠子（68）／浅の藪
　　　　坂本　太郎（76）・省　子（68）／牧の原
　　　　坂本　孝行（72）・廣　子（69）／牧の原
　　　　牧鶴　　剛（77）・マスエ（74）／玉　来
　　　　鶴野　善久（73）・節　代（71）／中　野
　　　　藤本　一徳（79）・ミツエ（75）／中　野

県立大学｢食育の日｣

水前寺菜トークin県立大

100歳到達者表彰長寿祝い内閣総理大臣表彰
　10月19日、100歳を迎えられた長寿者へ内閣総理大臣からの表彰状と、
国や県、町からの記念品が贈られました。これは毎年、100歳を迎えられ
る方を祝って贈られるものです。町では、平成21年度中（今年4月1日
～翌年3月31日）に100歳を迎えられる方は、8人（男1人、女7人）。全
国では、昨年より1,835人多い21,603人（男3,365人、女18,238人）です。
なお、国内最高齢は、京都府在住の男性112歳と沖縄県在住の女性114歳
となっています。　　　　　　　　（厚生労働省資料／9月1日現在）

▼ 100歳到達者の紹介（敬称略、順不同）
森田　アサコ（滝　川）／明治42年4月7日
宮本　オノブ（小　坂）／明治42年8月26日
石村　フジエ（七　滝）／明治42年9月1日
渡邊　キヨ子（木　倉）／明治42年10月28日
益田　ユキ子（木　倉）／明治43年1月22日
福永　シヅエ（辺田見）／明治43年1月23日
益田　ハツメ（辺田見）／明治43年2月15日
松村　辰　喜（辺田見）／明治43年3月3日

1909（明治42）年4月～
      1910（明治43）年3月の主な出来事

▽御船尋常小学校は2か年制高等科を設置、
御船尋常高等小学校と改称。滝川、高木尋常
小学校も高等科を設置、尋常高等小学校と改
称（4月1日） ▽木幡製糸工場操業（5月1日）

▽門司～鹿児島間の鉄道全線開通（11月21日）
（参考資料／御船町史）

　熊本市の熊本県立大学で10月20日、御船産の食材を
使って「食育の日」のイベントが行われました。同大と
御船町は昨年8月に包括協定を締結し、まちづくりや
食育の推進などを展開中。今回は、御船産の水前寺菜｢
御船川｣のおひたし、ばってん柿など4種類のメニュー
を限定130食で提供。同大環境共生学部の教授や学生
が水前寺菜の機能性や栄養バランスをリレートークし
ながら、学生への認識を求めていました。

八勢芋掘り交流会

芋掘りで都市部と交流

　熊本市の東町子ども会約70人を招いて芋掘り交流会
が10月25日、上野地区の八勢で行われました。芋掘り
の手伝いを地域住民35人が参加して、袋に入りきれな
いほどの芋を掘りおこしました。芋掘り後、八勢婦人
部がおにぎりやだご汁を参加者に振舞われたほか、地
元産の新米や野菜などが当たるお楽しみ抽選会も行わ
れて交流を深めました。なお、この日収穫されたから
芋約50㌔を町社会福祉協議会に寄附されました。

ご家族と一緒に表彰を喜ばれる松村辰喜さん（前列中）

丸々と太ったから芋を掘って、袋に詰める参加者たち

※100歳到達者は、9月1日が基準日です。

めでたく金婚式を迎えられたご夫婦のみなさん（みのる写真館提供）

　第51回熊本日日新聞社（伊豆　一代表）金婚夫婦表彰伝達
式が10月7日、カルチャーセンターで行われました。今年
は、昭和34年に結婚された町内53組の夫婦が対象です。式
典では、金婚夫婦を代表して、中村幸雄・幼子夫妻に表彰状
と記念品の贈呈や、「金婚・二人の想いで」と題した夫婦の
歩みを宮﨑シズヤさん（高木）と田村洋一さん（上野）が発表
されました。出席者を代表して、中村夫妻から、「これを機
に面と向かって（妻に）言えなかった〝ありがとう〟の感謝
の言葉からはじめたい」と謝辞が述べられました。

▼金婚夫婦の紹介（順不同、敬称略）

御船川を限定30袋と、御船川を使った飲料水を学生たちに
PRで配る松岡博保健衛生課長（左）と上田富美栄養士（右）
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う
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お

ま

き

と

か
ぜ

な
に

か
た

お
か

う
え

は
な

ゆ

短 　

歌

俳 　

句

肥  

後  

狂  

句

一  

般  

投  

稿
御
船
春
菊
句
会　

大
坪
蕗
子
選

天
狗
会

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

まちへのみなさんからのお便りをご紹介します。 まちへの

内
か
ら
こ
ち
ら
へ
越
し
て
き
て
6
年
半
。
こ
の

前
友
人
家
族
に
誘
わ
れ
て
初
め
て
吉
無
田
へ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
に
行
き
ま
し
た
。
少
し
寒
か
っ
た

ん
で
す
が
子
ど
も
達
は
遊
具
で
遊
び
ま
く
り
…
す
ご
く

い
い
所
で
し
た
。
私
が
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
が
リ
フ
ト
!!

椅
子
に
座
る
リ
フ
ト
か
と
思
っ
た
ら
草
ス
キ
ー
の
板
を

つ
か
っ
て
登
る
子
ど
も
の
姿
に
大
爆
笑
で
し
た
。

 

（
滝
川
・
Ｔ
さ
ん
）

　

吉
無
田
高
原
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
ね
。

子
ど
も
達
も
思
い
っ
き
り
動
き
ま
わ
り
、安
心
し
て
遊
べ

る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
よ
ね
。
リ
フ
ト
は
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
た
の
と
違
っ
た
よ
う
で
す
が
、意
外
に
子
ど
も
達

は
喜
ん
で
乗
っ
て
い
ま
す
ね
。
少
し
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、出
か
け
ら
れ
る
時
は
上
着
を
着
て
出
か
け

た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
広
報
担
当
）

月
号
の
表
紙
の「
わ
ん
ぱ
く
力
士
」の
真
太
郎
く

ん
と
取
組
相
手
の
真
祐
さ
ん
。
二
人
と
も
と
て

も
表
情
が
い
い
で
す
ね
。
わ
ん
ぱ
く
力
士
は
ゆ
と
り
の

笑
顔
で
か
か
え
ら
れ
た
真
祐
さ
ん
も
と
て
も
楽
し
そ
う

で
、こ
ち
ら
も
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。

と
て
も
い
い
写
真
で
す
ね
。　
　
　
　
（
木
倉
・
Ｎ
さ
ん
）

　

広
報
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
表
紙

は
毎
号
取
材
し
た
な
か
で
一
番
い
い
写
真
を
厳
選
し
て

い
ま
す
。
撮
影
の
技
術
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
そ

の
場
の
表
情
や
雰
囲
気
を
自
然
に
撮
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
御
船
町
を
も
っ
と
も
っ
と
好

き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
写
真
を
一
枚
で
も
多

く
掲
載
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ち
の
〝
旬
間
シ
ョ
ッ
ト
〞

を
追
い
か
け
て
い
き
ま
す
。  　
　
　
　
　

 

（
広
報
担
当
）

青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。

御船小３年生の稲刈り体験で、元気のいい男子児童たちを
発見。稲の束ではなく手に何やら持っていたのは「イモリ」
と「カエル」…。少し警戒しながら撮った記念の一枚。

旬の一枚

P.N　イッシーさん

▼小学2年生当時の写真（右）。仲のいいお姉さん（左）と
　帽子や洋服をペアルックにして、大好きな阿蘇の風景を
　背景に撮った思い出の一枚

P.N　ガチャピンさん 荒木くる美さん

秋
桜
咲
き
て
影
生
む
昼
下
が
り
遠
き
島
々
霧
が
隠
し
ぬ

市
川　

結
子

枕
辺
に
月
光
差
せ
ば
母
恋
い
て
泣
き
し
疎
開
の
少
女
に
戻
る甲斐

レ
イ
子

風
は
何
を
語
り
ゆ
き
し
か
丘
の
上
コ
ス
モ
ス
の
花
だ
け
を
揺
ら
し
て

金
森　

英
子

球
界
を
知
ら
ぬ
な
が
ら
も
神
業
か
球
の
流
れ
に
し
ば
し
見
と
れ
る

北
村
ヤ
ヨ
イ

暮
れ
な
ず
む
棚
田
の
畦
に
何
想
ふ
白
鷺
一
羽
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

古
閑
喜
美
子

供
花
せ
む
と
百
日
草
を
手
折
り
な
ば
惜
し
む
か
蝶
の
舞
い
来
て
止
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

文
子

す
ず
む
し
の
鈴
振
る
声
も
哀
し
か
り
短
歌
詠
む
友
の
訃
を
聞
き
し
夜
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

京
子

そ
れ
ぞ
れ
の
思
ひ
に
染
ま
る
花
野
か
な　
　
　
　
　
　

  

さ
と
う
と
も
こ

落
雷
に
杉
の
大
樹
眞
二
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
田
志
美
子

月
明
り
集
め
て
杜
の
華
や
げ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
丹
生　

則
子

名
月
や
名
も
な
き
山
の
た
た
ず
ま
ひ　
　
　
　
　
　
　

  
緒
方　
　

新

小
鳥
来
て
狭
庭
の
木
々
を
豊
か
に
し　
　
　
　
　
　
　

  

緒
方　

宣
子

名
月
や
阿
吽
の
狛
の
し
じ
ま
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
石　

和
子

猫
の
来
て
月
の
光
の
水
を
呑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

い
つ
の
ひ
ろ

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト　

住
み
よ
い
国
に
な
り
過
ぎ
る　
　
　

  

増
永　

笑
和

う
か
う
か
出
来
ん　

リ
ス
ト
ラ
は
ま
だ
続
い
と
る　
　

  

坂
本　

周
礼

無
茶
な　

三
途
の
川
ば
唄
で
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
田　

と
も

時
間
が
な
い　

好
き
に
生
き
た
い
余
生
で
す　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

出
し
ゃ
ば
り
が　

い
ら
ん
一
口
損
さ
い
た　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

う
か
う
か
出
来
ん　

あ
す
は
我
が
身
か
肩
た
た
き　
　

  

鳥
井　
　

蘭

任
せ
な
さ
い　

君
の
一
生
引
き
受
け
た　
　
　
　
　
　

  

江
藤　

お
竜

よ
か
っ
た
よ
か
っ
た　

病
名
聞
い
て
ホ
ッ
と
さ
す　
　

  

河
地　

ゆ
き

我
慢
せ
え　

苦
労
の
後
で
花
が
咲
く　
　
　
　
　
　
　

  

作
田　

お
光

ボ
サ
ボ
サ
の　

頭
そ
の
ま
ま
散
髪
屋　
　
　
　
　
　
　

  

新
宅　

末
廣

１
１
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２
６
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３
４
３　

４
１
５　

５
４
３

６
１
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７
５
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８
７
３　

９
２
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１
０
７
３  　

内
村　

孝
子

市10
　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
各
家
庭
に
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
が
、
よ
く

外
で
遊
ん
で
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
家
族
の
勧
め
で
習
字
を
習
い
始
め

ま
し
た
。
習
字
教
室
は
週
１
回
、
学
校
か
ら
帰
っ

た
土
曜
日
の
午
後
で
す
。
習
字
教
室
が
終
わ
る
と
、

少
し
遠
い
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
石
の

硯
が
入
っ
て
い
る
習
字
道
具
は
、
小
学
生
の
私
に

は
と
て
も
重
く
、
何
度
も
持
ち
手
を
変
え
て
歩
き

ま
し
た
。
で
も
、
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。「
教

室
に
通
っ
て
い
る
友
達
と
一
緒
に
帰
る
こ
と
」。

そ
れ
か
ら
、「
田
ん
ぼ
の
畦
道
に
咲
い
て
い
る
植

物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
」。
よ
く
野
花
を
摘
ん

で
帰
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
目
に
入
っ
て
く
る
自
然
豊
か
な

景
色
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

考
え
る
と
、
帰
り
道
が
気
分
転
換
に
な
る
と
と
も

に
、〝
故
郷
の
良
さ
〞
に
気
づ
く
機
会
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
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。
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遠
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歩
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帰
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ま
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。
石
の
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私
に

は
と
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植
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」。
よ
く
野
花
を
摘
ん

で
帰
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
目
に
入
っ
て
く
る
自
然
豊
か
な

景
色
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

考
え
る
と
、
帰
り
道
が
気
分
転
換
に
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と
と
も

に
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故
郷
の
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さ
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に
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会
に
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と
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ま
す
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私
が
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学
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の
こ
ろ
は
、
各
家
庭
に
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
が
、
よ
く

外
で
遊
ん
で
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
家
族
の
勧
め
で
習
字
を
習
い
始
め

ま
し
た
。
習
字
教
室
は
週
１
回
、
学
校
か
ら
帰
っ

た
土
曜
日
の
午
後
で
す
。
習
字
教
室
が
終
わ
る
と
、

少
し
遠
い
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
石
の

硯
が
入
っ
て
い
る
習
字
道
具
は
、
小
学
生
の
私
に

は
と
て
も
重
く
、
何
度
も
持
ち
手
を
変
え
て
歩
き

ま
し
た
。
で
も
、
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。「
教

室
に
通
っ
て
い
る
友
達
と
一
緒
に
帰
る
こ
と
」。

そ
れ
か
ら
、「
田
ん
ぼ
の
畦
道
に
咲
い
て
い
る
植

物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
」。
よ
く
野
花
を
摘
ん

で
帰
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
目
に
入
っ
て
く
る
自
然
豊
か
な

景
色
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

考
え
る
と
、
帰
り
道
が
気
分
転
換
に
な
る
と
と
も

に
、〝
故
郷
の
良
さ
〞
に
気
づ
く
機
会
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

御
船
小
学
校

　

梅
田　

瑠
美
子　

栄
養
教
諭　

　
　
（
阿
蘇
出
身
・
？
歳
）

楽
し
み
だ
っ
た
帰
り
道

楽
し
み
だ
っ
た
帰
り
道

楽
し
み
だ
っ
た
帰
り
道

あ
ぜ
み
ち

す
ず
り

このコーナーでは、みなさんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

先生の
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ムゾラシカムゾラシカムゾラシカ
家
族
の
大
切
な
宝
物

家
族
の
大
切
な
宝
物

家
族
の
大
切
な
宝
物

可
愛
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

家
族
で
お
茶
農
家
を
営
み
、
長
男
夫
婦
で
3
代
目
。
こ

れ
ま
で
男
性
家
系
で
あ
っ
た
わ
が
家
に
、
今
年
の
8
月
待

望
の
女
の
子
が
誕
生
。
初
孫
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
家
族

全
員
が
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。8
人
家
族
に
な
り
ま
す
ま

す
に
ぎ
や
か
で
す
。
仕
事
か
ら
戻
っ
て
ま
ず
は
孫
の
顔
を

見
る
の
が
楽
し
み
。
少
し
笑
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
今
、
唯
夏
は
わ
が
家
に
と
っ
て

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
家
族
の
中
心
に
あ
る
大
切

な
宝
物
で
す
。                

※「ムゾラシカ」は御船弁で「可愛らしい」の意味です。

ニック先生の英会話

English-Japanese
VOL.

He's my friend 彼は私の友達

Joe ： Hey Nick, who is that? 
Nick ： That is my friend Yuuki. He likes baseball very 

much.
Joe ： Really? Is he good at baseball?
Nick ： Yes, he plays baseball everyday.                    

How about you Joe? Do you like baseball?
Joe ： No, but my friend Jeremy loves it.                  

Jeremy watches baseball a lot.
Nick ： That’s cool. Does Jeremy like anything else?
Joe ： Yah, Jeremy likes to ride his bicycle.
Nick ： Really? Me too! Lets ride bicycles together!

和訳例

ジョー　：よう、ニック、あの人は誰？
ニック　：あの人はユウキだよ。彼は野球がとても好きだ。
ジョー　：本当に？彼は上手なの？
ニック　：うん、毎日野球をやってるからね。
　　　　：ジョーは？野球が好き？
ジョー　：いや、でも私の友達ジェラミーは大好きだよ。
　　　　：ジェラミーは結構野球の試合を見ているよ。
ニック　：いいね。ジェラミーはほかに何か好きなものある？
ジョー　：うん、ジェラミーは自分の自転車に乗ること          

　も好きよ。
ニック　：本当に？私も!じゃあ、一緒に自転車に乗ろうよ!

わたしにとっての
日本一日本一

わたしにとっての
日本一

連載
19

　

私
が
、里
村
（
＝
田
代
地
区
木
戸
屋
）
に
越
し
て
、

４
度
目
の
秋―
。
熊
本
市
内
か
ら
初
め
て
訪
れ
た
と

き
は
た
だ
驚
く
ば
か
り
。現
在
の
里
村
に
構
え
る「
か

ず
ら
工
房
」
ま
で
、
狭
い
山
道
を
通
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
交
通
の
便
は
決
し
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
暮
ら
し
を
重
ね
る
う
ち
に
驚
き
が
幸
せ
に
か

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
里
村
に
は
、
一
生
付
き

合
え
る
自
然
と
温
か
い
人
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
四
季
折
々
の
風
景
と
新
鮮
な
空
気
、
里
村

の
人
し
か
知
ら
な
い
雄
大
な
絶
景
の
数
々
。
そ
ん
な

日
々
の
中
、「
こ
の
地
で
一
生
過
ご
そ
う
」
と
決
心

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
魅
力
あ
る
里
村
で
は
、
高
齢
の

方
が
多
く
、
急
速
な
過
疎
の
現
実
も
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
せ
っ
か
く
の
里
村
も

寂
れ
て
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
を
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
松
原
公
生
区
長
や
区
の
み
な
さ
ん
と
話
し

合
い
、
里
村
全
体
を
陶
芸
や
竹
細
工
、
絵
画
が
楽
し

め
る
「
木
戸
屋
工
芸
村
」
を
思
案
中
で
す
。
私
の
工

芸
「
か
ず
ら
ア
ー
ト
」
の
経
験
を
里
村
の
再
生
た
め
に

活
か
し
、
こ
こ
に
し
か
な
い〝
美
緑
〞を
多
く
の
人
へ
伝

え
る
こ
と
が
私
の
里
村
へ
の
〝
恩
返
し
〞
で
す
。

美緑の里〝工芸村〟をめざして

月岡　惠美子 さん

（田代・57歳）
木戸屋工芸村への情熱に燃える月岡さん

 

（
話
・
写
真
／
拓
也
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）

み　りょく

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10人
の方に、図書カードをプレゼントします。

問① 今年（平成22年3月31日まで）めでたく
100歳を迎えられる方の男性・女性の人
数は何人でしょう？

　 Ａ―男1人・女7人
　 Ｂ―男7人・女1人
　 Ｃ―女8人

（ヒント・家族で考えてね）

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）

◉締め切り 
　平成21年11月30日㊊　（当日消印有効）

◉10月号の正解
　①-Ｃ ②-Ａ ③-Ｃ ④-Ａ ⑤-Ｂ 

◉10月号の当選者
　応募総数35通で全問正解者は35通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）

　片山　裕美（辺田見）／増永　萌乃（木　倉）
北野帆乃果（滝　尾）／藤原　聖菜（滝　川）
鋤﨑　恭子（木　倉）／吉田奈保子（七　滝）
梅本里衣奈（辺田見）／來海　美紅（辺田見）
本田　英一（木　倉）／田中　大樹（滝　川）

問題

野
口　

拓　

也
さ
ん
（
田
代
・
51
歳
）

　
　
　

留
美
子
さ
ん
（
49
歳
）

　
　
　

唯
夏
ち
ゃ
ん
（
3
ヶ
月
）

地部歩実ちゃん（1歳）
滝尾（平成20年11月1日）

ち　べ   あゆ  み

よく寝てよく食べよく遊び、
いつも元気いっぱい!!
じぃじ、ばぁば大好き♥
（康伸お父さん　芙美お母さん）

笑顔が素敵な歩実さん！
元気に育ってくれてありがと
う。
（亮お父さん　淳子お母さん）

細木悠仁くん（1歳）
木倉（平成20年11月13日）

ほそ  き  ゆう   と

我が家のアイドル、亜彩の笑
顔は元気をくれる。インフ
ルなんかに負けないぞ!!
（文孝お父さん　奈美お母さん）

米村亜彩ちゃん（1歳）
木倉（平成20年11月1日）

よねむら  あ    さ

我が家の可愛いいおてんば娘。
毎日元気いっぱいに育ってい
ます。
（聡一朗お父さん 華加お母さん）

津川那奈美ちゃん（2歳）
滝川（平成19年11月16日）

つ  がわ  な   な    み

毎週水泳教室でがんばって
います。
元気にスクスク育ってね！！
（一寿お父さん　敦子お母さん）

尾﨑有沙ちゃん（2歳）
陣（平成19年11月27日）

お ざき あり   さ

いつも元気な寿哉くん。大
好きなお兄ちゃんといっぱい
遊んで大きくなってね!!
（恵一お父さん　道子お母さん）

古澤寿哉くん（1歳）
高木（平成20年11月8日）

ふる さわ とし  や

音楽にあわせて手拍子した
り、体を動かしたり、毎日元
気いっぱいです。
（正臣お父さん  留美お母さん）

中𠩤　蓮ちゃん（1歳）
陣（平成20年11月26日）

なか はら       れん

笑うと下の前歯がカワイイ奏
ちゃん。これからもその笑顔
で皆を癒してネ！！
（友紀お父さん　恵子お母さん）

中村奏夢くん（1歳）
小坂（平成20年11月7日）

なかむら そう  む

来月号は、12月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
掲載希望の方は、11月30日㊊までに役場総務課広報担当（☎282-1111）までお申し込みください。
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▼
日
程
・
内
容（
予
定
）

・
12
月
10
日
㊍　

▽
本
会
議

　
（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
理
由
説
明
な
ど
）

・
12
月
11
日
㊎　

▽
常
任
委
員
会

　
（
陳
情
案
件
な
ど
の
審
議
）

・
12
月
14
日
㊊　

▽
本
会
議

　
（
議
案
の
審
議
・
採
決
、一
般
質
問
、閉
会
）

※
傍
聴
は
、3
階
の
議
場
傍
聴
席（
30
席
）や

大
会
議
室
、１
階
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、本
会
議

の
10
日
㊍
、14
日
㊊
の
午
前
10
時
か
ら
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
議
会
事
務
局

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
3
1
1
）

　

県
で
は
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」に
合
わ
せ

て
、エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
啓
発

活
動
を
推
進
し
な
が
ら
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査

を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

▼
日　

時　

12
月
1
日
㊋
〜
12
月
3
日
㊍

　

午
後
5
時
30
分
〜
午
後
7
時
30
分

▼
場　

所　

御
船
保
健
所

▼
内　

容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
と
、エ
イ
ズ

相
談
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、性
感
染

症（
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、梅
毒
）、ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
）の
検
査
も
で

き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

予
約
制
と
な
り
ま
す
。
必
ず

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常

は
、毎
週
火
曜
日
の
午
前
9
時
〜
午
前
11

時（
要
予
約
）に
、検
査
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

御
船
保
健
所

　

☎
2
8
2
-0
0
1
6

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、12
月
4
日
㊎
〜
12
月
10
日
㊍
ま
で「
第
61

回
人
権
週
間
」と
し
て
、人
権
尊
重
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、熊
本
地
方
法
務
局

御
船
支
局
と
御
船
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、人
権
週
間
に
合
せ
て
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

12
月
8
日
㊋

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場　

所　

ひ
ば
り
荘

　
　
　
　
　
（
御
船
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

▼
内　

容

　

家
庭
内
の
問
題
、隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、

相
続
、遺
言
問
題
、金
銭
問
題
、人
権
問
題
、

そ
の
ほ
か
の
悩
み
や
心
配
ご
と　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
御
船
支
局

　

☎
2
8
2
-0
1
1
8

　　

12
月
は
、給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
た
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
の
１
年
間
の
合
計
額
と
、そ
の
年
の
給
与

総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の

が
普
通
で
す
。
こ
の
た
め
、源
泉
徴
収
税
額

の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
が「
年
末
調
整
」で
す
。

▶役場（保健センター含む）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911

生活便利帳 

Good Life Information

お
知
ら
せ

　

給
与
所
得
者
は
、年
末
調
整
に
よ
っ
て
、そ

の
年
の
納
税
を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告

を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
本
東
税
務
署

　

☎
3
6
9
-5
5
6
6（
自
動
音
声
案
内
）

　

2
0
1
1（
平
成
23
）年
7
月
24
日
ま
で
に

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
て
、地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
と
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

総
務
省
熊
本
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
熊
本
）で
は
、高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
を
対
象
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
正
し
い
知
識
と
情
報
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、説
明
会
や
相
談
会
、戸
別
訪
問

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、地
デ
ジ
完
全
移
行
に
便
乗
し
て
、架

空
の
工
事
料
金
や
加
入
負
担
金
を
請
求
す
る

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販

売
な
ど
と
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
に
、地
デ
ジ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
訪
問
に
は
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

腕
章
、Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
必
ず
着
用
し
て
訪
問

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

熊
本
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
3
2
5
-6
2
5
5

　

平
成
22
年
1
月
10
日
㊐
に
開
催
さ
れ
る
成

人
式
で
、意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
け
る
新

成
人
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ま
の
活
発

な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

平
成
元
年
4
月
2
日
生
〜

　
　
　
　
　

平
成
2
年
4
月
1
日
生
の
方

▼
応
募
方
法　

　

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

封
書
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

12
月
11
日
㊎

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

〒
8
6
1-

3
2
0
4

　

御
船
町
木
倉
1
1
6
8
番
地

　

☎
2
8
2
-0
8
8
8

　

�shakaikyoiku@
tow
n.m
ifune.lg.jp

▼
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒（
旧
陸
上
自
衛
隊
少
年
工
科
学
校
）

▼
募
集
人
員　

約
2
5
0
名

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

▼
試
験
受
付　

平
成
21
年
11
月
１
日
㊐
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
１
月
8
日
㊎

▼
試 

験 

日

　

1
次
試
験　

平
成
22
年
1
月
23
日
㊏

▼
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

☎
0
9
6
4
-2
3
-2
0
4
7　

▼
日　

時

　

11
月
29
日
㊐　

午
前
9
時
〜
正
午

▼
内　

容

　

上
野
地
区
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

（
約
3
㌔
）を
歩
い
て
、史
跡
や
風
景
を
眺
め

な
が
ら
、ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
正
解
者
に
は
賞

品
を
ご
用
意
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
と
だ

ご
汁
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
コ
ー
ス

　

七
滝
中
央
小
学
校（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

〜
鼎
春
園
〜
八
勢
眼
鏡
橋
・
日
向
往
還（
折

り
返
し
）

▼
申
込
方
法

11
月
26
日
㊍
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

フ
ネ
ッ
ピ
ー
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
2
8
2
-4
1
1
1

 

 
 

 

12
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
す

募　

集

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

成
人
式
の
意
見
発
表
者
を
募
集

人
権
問
題
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

給
与
の
精
算
は
「
年
末
調
整
」
で
！

陸
上
自
衛
隊
学
生
の
募
集

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
を
大
募
集

地
デ
ジ
説
明
の
戸
別
訪
問
を
実
施

訪
問
販
売
な
ど
の
詐
欺
に
ご
注
意

 
ユニフォーム（黄色）  

 

カード

 
腕章（赤）  

「地デジサポーター」の目印

ＩＤ

9月定例議会（9月16日）で議会を初めて傍聴する御
船高校3年生。
詳しくは、議会広報紙「あおぞら21」（10月30日発行）
をご覧ください。

　第４期介護保険事業計画（平成21年度～平成23年度）に
基づき、新しい介護サービス「小規模多機能型居宅介護」
の指定候補事業所が決定しました。
　現在、来春のサービス開始に向けて施設整備（旧七滝中
学校特別教室棟）の準備を進めていますので、サービスの
内容などの地域説明会を開催します。

▼新介護サービスのあらまし
　「小規模多機能型居宅介護」は、通い（デイサービス）、
訪問（ホームヘルプ）、宿泊などを同じ事業所から受けるこ
とができる介護保険制度のサービスです。

▼日程・場所

▼時　間　午後7時～午後8時30分

▼問い合わせ
・社会福祉法人恵寿会　　☎２８１―７７７７（西川）
・役場福祉課介護保険係　☎２８２―１１１１（内線156）

設設設設春開設設春開設設設設春開設来来春来春業が来業が来来業が来来業事業護サービス事ー護ササ ビスス事護ササーービスス事護介護介介護介護介介介介新介介新介新新 業業業業業業業業業業 来来来来来来来来来来介介介介介介新新新新新新新新 開開開開開開護護 設設設設設設事事事事事事介介介介介介 開開開開開設開設護護 春春ががががががササササササササササ ススススススススビビビビビビ護 設設設開春 設護 設護新 設設設春春春春春春春護 がががががが事業事業事業 開護護 開護護護護護護新新新新新新 設設新新 春新新 設設設開開開開来来来来来来来来 設設設設設護護介介介介介介新介 設護護新 業業業新新 設設護護護 業業業業護護 がが業業業業ビビ新 がが新 ビビ護 がビ 設設設設設開開開春春春来来来来来事業事業業事業業護護護新介新介介新介介 サササササ がががススススビビビ 春 設護 事 春ががが 開事ーー新 春事業業業業新 開護
催しますし催しします催ししますす催説明会を開催説明明会をを開催説明明会を会を開催明説明域の説説域の説説説域の説域地域域山間地山間間地山間間地間間間山 催催催催催催催催域域域域域域域域 明明明明明明明明明明間間間間間間 開開開開開開説説説説説説 開開開開開開間間間間間間間間間間地地地地地地 開開催催説説説説山山山山山山 すすすすすすすすすすをををををを ままままままのののののの地地地地地地域域域域域域 開域域域域域域 開催説間間間間間地間山山山 まををを会明明明明明明地域地域地域間 域域域ののの 明地 催域域 をををををををを開域域域域 開間地 説説説説域 明明 催説 催催催開会会説説説説 会会会会会会 催明明明説域 す間間地域地 会会明明 催催催催説説説説説域域域 催域 す域域域 催催催催催開開開会明明明明明説説説説説地域地域域地域域間間間間間山山山 すすすすすををををを ままましししののの 催説 ま間間間 ののの 明 催 す開間間間 ま域 明明明 催説 会会会 す会明明明間間間間間間間間 開開開開開開明明明明明間間間間 開域域

新介護サービス事業が来春開設
山間地域の説明会を開催します
新介護サービス事業が来春開設
山間地域の説明会を開催します
新介護サービス事業が来春開設
山間地域の説明会を開催します

期　日
11月24日㊋
11月25日㊌
11月26日㊍
11月27日㊎

上　　野
田代西部
田代東部
七　　滝

上野分館
北田代公民館
上田代中央公民館
七滝公民館

地　区 場　所

熊本県（地域別）
最低賃金が

10月18日（日）から

630円（時間額）
に改正されました。

熊本労働局賃金室
☎355-3202
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古
閑
フ
ヨ（
80
）、吉
澤
ノ
ブ
コ（
81
）、森
川
等

（
80
）、黒
田
昭
二（
83
）、山
田
宗
男（
92
）

※

平
成
21
年
度
中
に
80
歳
に
到
達
さ
れ
る
方

も
対
象
で
す
。
年
齢
は
年
度
年
齢
で
す
。

【
小
学
6
年
生
】（
28
人
）

▽
御
船
小
／
片
山
幸
乃
羽
、倍
悠
一
郎
、藤
井

孝
成
、増
田
拓
海
、村
上
鈴
佳
、大
住
拓
也
、佐

藤
真
生
、下
城
拓
巳
、田
中
匠
、何
川
真
亮
、藤

永
菜
月
、光
永
渚
▽
滝
尾
小
／
緒
方
栞
▽
木

倉
小
／
宮
川
慎
、増
田
晃
大
▽
高
木
小
／
木

下
遼
太
郎
、島
田
千
尋
、森
田
航
▽
小
坂
小
／

𠩤
口
茉
衣
華
、池
下
涼
介
、松
永
将
大
、堀
川

佑
奈
、河
地
俊
秀
、髙
村
朋
希
、緒
方
暉
、坂
本

勇
太
、塚
永
千
尋
▽
七
滝
中
央
小
／
内
村
裕
香

【
年
長
児
】（
33
人
）

▽
若
葉
保
育
園
／
宮
村
功
星
、東
涼
華
、角
谷

尚
紘
、林
柚
子
巴
、白
梅
蓮
己
、松
﨑
颯
大
、堀

江
陸
、鈴
木
彩
花
▽
滝
尾
幼
稚
園
／
山
内
優

志
、島
崎
菜
々
美
、高
田
優
希
、歌
野
朱
杜
花
、

本
田
弥
鈴
、春
本
虎
成
、渡
辺
士
桐
、佐
々
木

勇
毅
、甲
斐
和
佳
乃
、佐
藤
尚
輝
、田
代
巴
暖
、

佐
藤
真
菜
佳
▽
高
木
保
育
園
／
坂
本
優
、片

岡
泰
雅
、近
藤
歩
花
▽
御
船
昭
和
保
育
園
／

本
山
美
羽
、堀
部
美
生
、緒
方
璃
乃
、増
永
匠

眞
、松
永
は
づ
き
▽
ぎ
ん
な
ん
幼
愛
園
／
本

田
琳
久
、岩
永
大
樹
、成
松
愛
望
、緒
方
悠
人

▽
小
さ
な
森
の
子
ど
も
園
／
春
田
莉
緒

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

松
𠩤　

貞
子
様
（
上　

野
）　

忠　

信
様

住
永　

美
香
様
（
上　

野
）
一
義
・
寛
朝
様

　

御
船
町
議
会
で
は
、「
町
民
も
参
加
で
き
る

開
か
れ
た
議
会
」の
運
営
を
目
指
し
な
が
ら
、

議
会
の
改
革
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、町

民
と
の
約
束
を
つ
く
る
た
め「
御
船
町
議
会

基
本
条
例
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

11
月
29
日
㊐

　
　
　
　
　

開
会
・
午
後
１
時
30
分

▼
場　

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

①
基
調
講
演

　

岡
本
光
雄
氏（
全
国
町
村
議
会
議
長
会
）

②
委
員
会
報
告

　

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告　

な
ど

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
討
論
会
）

▽
パ
ネ
ラ
ー
／
橋
場
利
勝
氏（
北
海
道
栗

山
町
議
会
議
長
）、御
船
町
民
代
表（
2
名
）、

山
本
孝
二
御
船
町
長
、藤
村
久
御
船
町
議

会
議
員
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
岡
本
光

雄
氏

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
議
会
事
務
局

　

☎
2
8
2‒

1
1
1
1（
内
線
3
1
2
）

　

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
写
真
教
室
で
撮

影
し
た
写
真
を
一
般
展
示
し
ま
す
。

▼
期　

間　

　

11
月
16
日
㊊　

午
後
１
時
か
ら

　

11
月
20
日
㊎　

正
午
ま
で

▼
場　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ワ
イ
エ 

▼
作　

品　

写
真
約
30
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
2
8
2‒

0
8
8
8

▼
歯
の
健
康
優
良
者
表
彰

（
11
月
9
日
／
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

町
で
は
、虫
歯
ゼ
ロ
の
年
長
児
や
小
学
6

年
生
、80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
健
康
な
歯

を
保
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
80
歳
以
上
】（
30
人
）

▽
御
船
／
杉
本
吉
德（
80
）、村
上
千
津
子

（
80
）、渡
邊
恭
子（
80
）、平
野
千
鶴
子（
84
）、

黒
川
一
郎（
84
）、丹
生
幸
輔（
86
）、丹
生
悦
子

（
84
）、森
田
昇（
87
）▽
辺
田
見
／
中
熊
久
敏

（
82
）▽
滝
川
／
松
岡
光
夫（
80
）、本
宮
卓
郎

（
80
）▽
水
越
／
杉
村
英
子（
80
）、山
本
幸
子

（
80
）▽
木
倉
／
増
永
俊
一（
80
）、住
田
正
三

（
80
）、吉
本
や
よ
ひ（
80
）、米
納
京
子（
82
）、

宮
本
續（
84
）▽
高
木
／
古
莊
眞
一（
80
）、井

誠（
81
）、坂
井
継
信（
81
）▽
豊
秋
／
渡
邉
ミ

サ
子（
80
）▽
七
滝
／
平
野
フ
ミ
子（
80
）、大

　

敬
幸（
80
）、松
本
ミ
ナ
ト（80

）▽
上
野
／

安心安全の窓
問い合わせ
・御船警察署交通安全課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　563日

夕
暮
れ
の
事
故
防
止
は

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で

寄　

付

善
意
の
輪

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
夕
暮
れ
時
や

夜
間
に
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
「
ひ
の
く
に

ピ
カ
ピ
カ
運
動
」
を
推
進
中
で
す
。

▼
ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
の
期
間

　

平
成
21
年
9
月
21
日
か
ら

　

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

▼
ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
の
内
容

　

自
転
車
・
自
動
車
の
早
め
の
点
灯
、

　

自
動
車
・
歩
行
者
は
反
射
材
の
活
用

▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は10月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

自動車盗難

空き巣

累　計

11件

7件

6件

4件

0件

2件

10月中

1件

1件

1件

0件

0件

0件

累　計

 40件

282件

10月中

8件

36件

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
他

覀

※対向車があるとき、ほかの車の直後を通行
　するときは下向きにしてください。

催　

し

議
会
基
本
条
例
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

訂
正
と
お
詫
び

写
真
教
室
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

福
嶋　

喜
様
（
豊　

秋
）　

明　

義
様

渡
邉　

広
敏
様
（
上　

野
）　

弘　
　

様

原　

靖
一
様
（
滝　

川
）　

實　
　

様

栗
原　

寛
志
様
（
田　

代
）　

栄　

二
様

松
嶋　

三
吉
様
（
上　

野
）　

芳　

子
様

島
﨑　

啓
史
様
（
御　

船
）　

規　

夫
様

森　
　

明　

様
（
木　

倉
）　

喜
美
子
様

牛
島　

憲
三
様
（
高　

木
）　

由
里
子
様

田
川
志
津
代
様
（
高　

木
）　

英　

治
様

山
本　

晴
伸
様
（
滝　

川
）　

美
佐
子
様

益
田
ヤ
ス
子
様
（
木　

倉
）　

ユ
キ
子
様

井
本　

利
昭
様
（
七　

滝
）　

ヨ
シ
コ
様

西
田　

英
隆
様
（
兵
庫
県
）　

ヌ
イ
コ
様

　
【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

住
友
生
命
労
働
組
合
熊
本
支
部

　

委
員
長
・
上
嶋
健
一　

様

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
八
勢
集
落

　

代　

表
・
牛
嶋
清
一　

様

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
藤
木
屋　

様
（
御　

船
）

四
宮
神
社　

松
﨑
保
邦　

様
（
木　

倉
）

田
代
東
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

　

会　

長
・
𠮷
澤
廣
幸　

様

吉
無
田
水
源
米
の
会
会
長
・
増
田
隆
一
様

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
八
勢
集
落

　

代　

表
・
牛
嶋
清
一　

様

　

10
月
号
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
14
ペ
ー
ジ
「
ム
ゾ
ラ
シ
カ
」
の
学
年

（
誤
）
琴
菜
ち
ゃ
ん
（
高
木
小
４
年
生
・
11
歳
）

（
正
）
琴
菜
ち
ゃ
ん
（
高
木
小
5
年
生
・
11
歳
）

ライトは上向きが基本です
ライト下向き

ライト上向き
前方約100ｍ先まで照射前方約100ｍ先まで照射前方約100ｍ先まで照射

前方約40ｍ
先まで照射
前方約40ｍ
先まで照射
前方約40ｍ
先まで照射

　

国
が
進
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
（
＝
ワ
ク
チ
ン
）
の
予
防
接
種
を
御
船

町
で
も
順
次
開
始
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
提
供
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
国
が
優
先
接
種
対

象
者
を
設
定
。
こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
量
と
優
先
接
種
対
象
者
数
を
把
握
し

て
、
県
内
で
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
上
表
）

　

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
出
荷
状
況
に
よ
っ

て
は
、
今
後
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
と
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
回

覧
や
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
（
最
優
先
者
の
み
）

　

10
月
26
日
㊊
か
ら
、
妊
婦
や
基
礎
疾
患
の

方
は
県
内
で
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で
申
込

受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

基
礎
疾
患
と
は
、①
慢
性
呼
吸
器
疾
患
②

慢
性
心
疾
患
③
慢
性
腎
疾
患
④
慢
性
肝
疾

患
⑤
神
経
疾
患
・
神
経
筋
疾
患
⑥
血
液
疾

患
⑦
糖
尿
病―

な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
医
療
機
関
（
町
内
の
み
）

　

▽
笹
原
胃
腸
科
外
科

　
　

☎
2
8
2-

0
0
7
0

　

▽
泰
泉
堂
・
牟
田
医
院

　
　

☎
2
8
2-

0
2
1
6

　

▽
藤
岡
医
院

　
　

☎
2
8
2-

0
4
0
5

　

▽
御
船
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

☎
2
8
2-

0
1
0
6

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

・

県
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
総
合
窓
口

　

☎
3
3
3-

2
2
4
0

・

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
2
8
2-

１
１
１
１
（
内
線
1
6
6
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
ス
タ
ー
ト

妊婦、基礎疾患がある人（最優先者）

県内のワクチン接種スケジュール
10月 11月 12月 1月 2月 3月

医療従事者

妊婦、基礎疾患がある人（最優先者）

そのほかの基礎疾患がある人

１歳～小学３年

小学 4～6年、1歳未満の保護者など

中学生、高校生、65歳以上
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恐竜時代への旅

アンキロサウルスのなかま
第6話

御船町で発見されたアンキロサウルス類の歯の化石。
歯が噛み合わさった部分がある。右上の絵はアンキロサ
ウルスの想像図（絵／同館　宮本厚子）。

　

ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
（
ア
ン
キ
ロ
サ

ウ
リ
ア
）
は
、
四
足
歩
行
の
恐
竜
で
、
背

中
に
堅
い
「
骨
の
鎧
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

鎧
に
は
こ
ぶ
や
棘
が
つ
い
て
い
た
り
、し
っ

ぽ
の
先
に
ハ
ン
マ
ー
の
よ
う
な
骨
の
塊
が

付
い
て
い
た
り
と
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

姿
を
し
て
い
ま
す
。
頭
骨
は
頑
丈
な
作
り

で
、
頭
の
大
き
さ
の
割
に
歯
が
小
さ
く
、

丸
み
を
帯
び
た
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
な
か
ま
の
化
石

は
、
世
界
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
石
記
録
を
見
る
と
、
ジ
ュ
ラ
紀
〜
白
亜

紀
に
か
け
て
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
の
中
に

は
「
ノ
ド
サ
ウ
ル
ス
科｣

と
「
ア
ン
キ
ロ

サ
ウ
ル
ス
科｣

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
恐
竜
で
は
、
そ
の
歯
に

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ド
サ
ウ
ル
ス
科
の
恐
竜
は
白
亜
紀
前

期
に
最
も
繁
栄
し
、
白
亜
紀
後
期
ま
で
生

き
残
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
尾
に
骨
の

塊
を
持
っ
て
い
る
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科

の
恐
竜
は
、
白
亜
紀
後
期
後
半
の
地
層
か

ら
多
く
の
種
類
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
は
、
と
て
も

大
き
く
、
全
長
が
9
〜
10
㍍
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

御
船
町
で
も
、
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類

の
歯
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
さ
は
、
約
5
㍉
。
歯
の
側
面
に
は
縦
に

溝
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
根
元
の
部
分
は

膨
ら
ん
で
い
て
、
そ
の
下
は
く
び
れ
て
細

い
歯
根
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
恐

竜
の
歯
に
似
て
い
ま
す
。
恐
竜
時
代
の
御

船
に
も
、
し
っ
ぽ
に
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
た

ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
な
か
ま
が
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
の
化
石
発
見
に

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
文
・
写
真
／
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

「
恐
竜
学
習
」「
体
験
学
習
」
で
活
気
あ
ふ
れ
る
高
木
っ
子

学校自慢

高
木
小
学
校

高
木
小
学
校

高
木
小
学
校

池上直樹学芸員の恐竜説明を
真剣に聞く3・4年生

かい　　　　こう

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
邂　逅

しずかでにぎやかなほん
マーガレット・ワイズ・ブラウン　著

レナード・ワイスガード　絵

　幼い子どもの耳が音をとらえる
という体験をマフィンという小犬
を主人公に、あたたかく、おもし
ろく子どもに語りかけます。

堂場　瞬一　著

　大学職員の失踪事件が起きる。
心臓に爆弾を抱えながら鬼気迫る
働きを見せる法月を気遣う高城だ
が…。

奥田　英朗　著

　人口 12 万人の寂れた地方都市・
ゆめの。この地で鬱屈を抱えなが
ら生きる５人の人間が陥った思い
がけない事態を描く渾身の群像
劇。

無　理

新刊書情報
10月は61冊の本が入りました

◉児童書（24冊）
よみもの／あかりの花　　　　　　　　（君島　久子 著）
よみもの／リーベとおばあちゃん（ヨー･テンフィヨール 著）
よみもの／わからんちんのユコ　　　　（畠　　崇　 著）

◉一般書（37冊）
小　　説／ハング 　　　　　　　　　　（誉田　哲也 著）
小　　説／神様のカルテ　　　　　　　 （夏川　草介 著）
紀　　行／七十五度目の長崎行き　　　 （吉村　昭 　著）

子育て日記 一人一人を大切に

長男・駿太朗くん（　８歳）
次男・涼　太くん（　７歳）
三男・啓　太くん（　２歳）
四男・雅　弥くん（７ヶ月）

　４月に四男が誕生して、男ばかりの四
兄弟となりにぎやかな毎日を過ごしてい
ます。長男も８歳になり、小さい弟たち
の面倒を何とかみてくれるようになりま
した。今では三男をお風呂に入れること
もできます。どうしても、四男に手がか
かるので、とても助かっています。そう
やって成長していく姿に、頼もしさを感
じると共に、兄弟が多いのもいいのかな
と感じています。
　子育てに関しては、兄弟が多いのでバ
ランスを常に気にしています。一人だけ
を特別扱いせず、可能な限り平等に接し
てあげたいと心がけています。

（文・写真／永野芳行お父さん・陣）

　

日
本
初
の
肉
食
恐
竜
「
ミ
フ
ネ
リ
ュ
ウ
」

の
発
見
か
ら
30
年
。 

〝
恐
竜
の
郷
〞
御
船

町
と
し
て
定
着
し
、
御
船
町
恐
竜
博
物
館
も

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
校
は
、
多
数
の
化
石
が
見
つ

か
っ
て
い
る
郷
土
の
こ
と
を
学
ぶ
「
恐
竜
学

習
」
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深

め
、
誇
り
に
思
う
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

恐
竜
博
物
館
の
協
力
で
、
10
月
に
肉
食
恐

竜
や
二
枚
貝
の
化
石
な
ど
の
収
蔵
品
を
展
示

す
る
「
移
動
恐
竜
博
物
館
」
を
開
催
し
ま
し

た
。児
童
は
、
巨
大
な
頭
骨
レ
プ
リ
カ
に
触

れ
、「
す
ご
い
」「
大
き
い
」と
歓
声
を
上
げ
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。地
域
の
老
人
会
、
保
護
者

の
方
の
来
場
も
あ
り
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
学
芸
員

の
授
業
で
は
、学
年
に
応
じ
て
、恐
竜
の
種
類

や
地
形
の
で
き
方
、
化
石
が
で
き
る
過
程
を

聞
き
ま
し
た
。児
童
は
、
恐
竜
が
生
息
す
る
太

古
の
御
船
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、興
味
・

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

児
童
が
制
作
し
た
「
私
の
好
き
な
恐
竜
の

絵
」
が
パ
ネ
ル
と
な
り
１
階
廊
下
に
展
示
さ

れ「
ふ
る
さ
と
恐
竜
通
り
」と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
や
保
護
者
と
連
携
し
た「
茶

摘
み
」「
芋
栽
培
」「
米
・
大
豆
・
小
麦
作
り
」

な
ど
食
育
へ
の
取
り
組
み
や
勤
労
を
尊
ぶ
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。収
穫
し
た
芋
の

一
部
を
地
域
の
方
に
配
っ
た
り
、
収
穫
し
た

米
で
地
域
の
方
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
し
て
、

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
、
素
直
に
が
ん
ば
る
活
気

あ
ふ
れ
る
高
木
っ
子
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
写
真
／
高
木
小
学
校 

）（木倉小読み聞かせ・ヒッポの会）

よ
ろ
い

と
げ
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松
尾　

結
実
子

米
田　

健　

留

上
米
良
莉　

紅

緒
方　

穂　

希

宮
部　

倫
太
朗

井
上　

佳　

音

𠮷
本　

智　

陽

竹
口　

一　

歩

米
満　

陽　

音

山
本　

依
央
琉

赤
星　

李　

音

新
田　

虎
ノ
介 

山
下　

愛　

琉

西
田　

涼
太
郎

 

ゆ    
み    

こ

た
け         
る

  

り          

く

  

ほ        

ま
れ

り
ん  

た  

ろ
う

 

か    

の   

ん

あ
き       

は
る

い
っ        

ぽ

 

ひ    

な   

の

  

い   

お   

り

  

り         

お

と
ら  

の  

す
け

あ
い        

る

り
ょ
う
た
ろ
う

小　

坂

辺
田
見

木　

倉

豊　

秋

辺
田
見

滝　

尾

滝　

川

辺
田
見

木　

倉

辺
田
見

高　

木

豊　

秋

七　

滝

豊　

秋

梨　

香

強　

志
薫

弘　

和

拓　

也

辰　

弥
亮

晋
一
郎

貴　

生

洋　

憲

祐　

美

裕　

一

浩　

二

昌　

平

の 

う
ご
き

氏　

名　
　
　

  

保
護
者　

  

住　

所

うぶごえ

（
95
歳
）

（
32
歳
）

（
80
歳
）

（
52
歳
）

（
86
歳
）

（
64
歳
）

（
58
歳
）

（
95
歳
）

（
89
歳
）

（
99
歳
）

滝　

川

豊　

秋

木　

倉

滝　

川

高　

木

高　

木

田　

代

水　

越

七　

滝

木　

倉

10･

2
10･

7
10･

8
10･

13
10･

13
10･

18
10･

18
10･

25
10･

25
10･

25

氏　

名　
（
年
齢
）  

死
亡
日  

住　

所

おくやみ

10
月
1
日
〜
10
月
31
日
届
出
分 

（
敬
称
略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 21年10
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,709 人 （－２ 人）男　　 8,709 人 （－２ 人）男　　 8,709 人 （－２ 人）
女　　 9,607 人 （－12 人）女　　 9,607 人 （－12 人）女　　 9,607 人 （－12 人）
計　 18,316 人 （－14 人）計　 18,316 人 （－14 人）計　 18,316 人 （－14 人）
世帯数 6,886世帯（－１世帯）世帯数 6,886世帯（－１世帯）世帯数 6,886世帯（－１世帯）

人口　（平成 21年10月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比

女　　  人 （  人）
計　  人 （  人）
世帯数 世帯（ 世帯）

人口　（平成 21年10月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,709 人 （－２ 人）男　　 8,709 人 （－２ 人）男　　 8,709 人 （－２ 人）
女　　 9,607 人 （－12 人）女　　 9,607 人 （－12 人）女　　 9,607 人 （－12 人）
計　 18,316 人 （－14 人）計　 18,316 人 （－14 人）計　 18,316 人 （－14 人）
世帯数 6,886世帯（－１世帯）世帯数 6,886世帯（－１世帯）世帯数 6,886世帯（－１世帯）

DATADATA

在）在）

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.1％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

 マニフェスト特別賞を受賞

6日㊐　大久保耳鼻咽喉科医院 ☎282-3900
6日㊐　古閑整形外科胃腸科医院 ☎284-2010
13日㊐　香田整形外科 ☎237-2811
20日㊐　小糸整形外科 ☎282-0050
23日㊌　たなか内科眼科 ☎235-7235
27日㊐　さかた耳鼻咽喉科 ☎237-4133
29日㊋　よしむら内科循環器科 ☎235-7773
30日㊌　からしま小児科 ☎235-6333
31日㊍　山地外科胃腸科医院 ☎237-0003
※変更となる場合があります。
　電話で確認してから受診ください

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 12月
師走

保健カレンダー

元気クラブカレンダー

対象者：H21.7月～8月生／受付：午前10:00

対象者：H21.4月生／受付：午前9:00

対象者：H18.9月～10月生／午後1:00

対象者：１歳～4歳／受付：午後2:30～3:30

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.2月生／受付：午前9:30

対象者：妊婦／受付：午後1:00

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

受付：午前8:30～午後5:30(土･日･祝日･第一木曜日は除く)

【4か月児健診】

【7か月児健診】

【3歳児健診】

【フッ素塗布】

【BCG予防接種】

【10か月児相談】

【母子手帳交付マタニティークラス】

【三種混合予防接種】

【健康相談】

1日㊋

8日㊋

10日㊍

7日㊊

11日㊎

3日㊍

4日㊎

9日㊌

2日㊌

場所：御船町憩いの家／時間：午前10:00～正午

場所：滝尾公民館／時間：午前10:00～正午

場所：水越公民館／時間：午前10:00～正午

場所：木倉公民館／時間：午前10:00～正午

場所：下高野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：陣多目的集会所／時間：午前10:00～正午

場所：七滝公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上田代中央公民館／時間：午前10:00～正午

場所：北田代公民館／時間：午後1:30～3:30

【御船、辺田見、滝川地区】

【滝尾地区】

【水越地区】

【木倉地区】

【高木地区】

【小坂、陣、豊秋地区】

【七滝地区】

【上野地区】

【田代東部地区】

【田代西部地区】

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1111

※地域ごとに、開催日などを掲載しています
問 御船町地域包括支援センター　☎282‒2911

I N FOR M A T ION

✂（
キ
リ
ト
リ
線
）

　第4回マニフェスト大賞首長部門で「審査委員
会特別賞」をいただきました。町長就任以来2年
6ヶ月で、町民、議会、執行部（職員）の三角形を意
識して、行政運営を行ってきましたが、今回の受賞
で今後の活動の励みとなりました。これも、人と
の出会いにより、多くの気づきをいただいた行動
の結果です。これからも住民対話を重ね、地方分
権時代にあった独自のまちづくりに取り組んでい
きます。さて、12月19日㈯には「くまもと地域づく
りフォーラムinみふね」（総合型スポーツクラブ大
会）をカルチャーセンターで開催しますので、ぜひ
多くの方にご参加いただき、町づくりのヒントを
いただければ幸いです。

グリーンフェスタin吉無田
ジュニアサッカー大会
開催日／12月5日㊏
時　間／午前9：00～午後5：00
場　所／吉無田高原「緑の村」
内　容／年に2回開催。町内外の小学校1～3年

生までが参加するサッカー大会。地元
チーム「御船ＲＥＸ」の上位進出に期待。
ぜひ応援に来てください。

問い合わせ／役場経済振興課商工観光係　☎282-1111

土曜日だ博物館に行こう
　　　　　「恐竜アートに挑戦」
開催日／12月12日㊏
時　間／午前9：00～正午
場　所／恐竜博物館、カルチャーセンター
内　容／恐竜をモチーフにした作品づくりに挑戦！
対象者／幼児～中学生（先着30名。幼児は保護者同伴）
参加料／無料（入館料100円必要）
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051

地球探検隊「第3回 メガロドン化石」
開催日／12月13日㊐
時　間／午前9：00～午後4：00
場　所／恐竜博物館
内　容／「大地の変動」をテーマにした野外観察会。

メガロドン石灰岩、チャート、枕状溶岩、混
在岩、放散虫化石などの観察を行います。

対象者／小学生～大人（先着30名）
参加料／無料（リフト利用は370円必要）
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051
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4日
5日

6日
7日

8日

9日

10日
11日

13日
15日
16日

17日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日
30日
31日

朝礼。認定農業者認定証交付。議会全員協議会。
御船町青少年健全育成大会。
中原子ども会「お月見会」。
町立若葉・高木・上野保育園運動会。
御船地区衛生施設組合管理者会議・定例議会。
球磨郡あさぎり町、阿蘇郡西原
村議会から視察研修。
お弁当と産直野菜の店（江藤孝
浩氏・今城）オープン記念。
益城町及び御船町袴野中小学校組合議会。
熊本日日新聞社金婚夫婦表彰状
伝達式。ファームポンド打合せ。
議会全員協議会。
現地指導（法務局）。施設検討委
員会。嘱託員会定例会。
若宮神社例大祭。やな開き（緑川漁協）。
上益城消防組合管理者会議。管
内町長定例会議。
陣「秋のカラオケ大会」。
滝尾幼稚園運動会。横野ふれあい
祭り。全国地域安全運動in御船。
定住自立圏全国市町村長サミットin島根（～15日）。
ミニ集会（南田代第1区）。
民生委員・児童委員定例会。嘱託
区編成地区会議（高木地区）。
第１回全国地域づくりサミット
in三重（～18日）。

社会福祉協議会理事会。第１回マニフェ
スト意見交換会。熊本日日新聞取材。
宮崎県都農町議会から行政視察。御
船町消防団正・副団長分団長会議。
熊本県簡易水道協会理事会。バイオマス打合せ。
嘱託区再編成地区会議（田代東部地区）。
学童保育（幼稚園跡地利用）打合
せ。川まちづくり協議会。
御船町老人クラブ連合会スポーツ大
会。嘱託区再編成地区会議（御船地区）。
農政局打合せ。
御船町消防団中級幹部科入校出発
式。熊本学園大付属高校50周年記念。
御船ライオンズクラブ招待少年
野球大会。文化発表会（御船中）。
美緑のむら里祭り。高木ふれあい祭り。
御船町消防団中級幹部科終了申告式。
町立養護老人ホーム「オアシス」
運営検討委員会。朝日新聞取材。
嘱託区再編成地区会議（小坂地区）。
毎日新聞取材（マニフェスト受賞）。は
ぐるま座「動けば雷電の如く」公演。
バイオマス打合せ。嘱託区再編
成地区会議（水越地区）。
バイオマス打合せ。
嘱託区再編成地区会議（木倉地区）。
御船分館グラウンドゴルフ秋季大会。

10月の主なうごき

▲マニフェストの各賞を受賞された方々と山本町長（前列右2人目）
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住　

所

むすばれ

町県民税         　　　　　4期
国民健康保険税　　　　　7期
介護保険料　　　　　　　7期
後期高齢者保険料　　　　6期

納　期　日 12月28日㊊
口座振替日 12月28日㊊

あんしん納税

2日㊌

2日㊌

2日㊌

2日㊌

11日㊎

15日㊋

15日㊋

18日㊎

随　時

15日㊋

14日㊊

22日㊋

24日㊍

21日㊊

25日㊎

17日㊍

18日㊎

16日㊌

16日㊌
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役場正面の花壇（11月5日撮影）

　ミフネリュウ発見30周年を記念して恐竜博物
館で開催中の「アロサウルスがやってきた」は
連日多くの見物客が訪れて、その迫力に圧倒さ
れています。「アロサウルス」は、中生代ジュ
ラ紀後期（1億5500万年～１億4500万年前）に
生息していた大型肉食獣の恐竜。国立科学博物
館（東京都）が所蔵する実物全身骨格（高さ約
3.5㍍、長さ約７㍍）を借用して熊本初公開
中です。期間は、12月6日㈰までとなっていま
すので、ぜひ一度この機会にご覧ください。

季
節
の
便
り

　お祝い事にぴったりな一品「ちらし寿司」の登場です。お好み
の具で飾れば見た目も彩り鮮やかで、おいしくいただけます。ご
家族の誕生日、お子さまの成長の節目、ご夫婦の記念日などのめ
でたい日には、自慢の腕によりをふるった料理にアクセントとし
てお勧めします。

主食主食

P ickup T opics
アロサウルスの展示期間迫るアロサウルスの展示期間迫るアロサウルスの展示期間迫る
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※御船川は、熊本の伝統野菜「水前寺菜」を御船町がブランド化したものです。
　町内６店舗（かあちゃん市、ＪＡみふね青空市、黒潮市場、酒井商店、 きくや、米村商店）をはじめ、鶴屋百貨店、
　サンリブ、マルショク、ハローグリーンの県内主要店舗で販売中です。詳しくは、役場経済振興課農林企画係（☎282-1111）まで

ベゴニア

仁

アロサウルス展の効果もあって、連日多くの団体客が同博物館を訪れている。
驚くことに8～10月だけでも約1万3000人が入館。
前年同月と比べても116％の集客状況。年間約3～4万人の入館が見込まれる。

消消
産産地
レ
シ
ピ

御船川のゆで汁………………
米………………………………
昆布（5㌢角）……………
すし酢…………………………
お好みの具……………………

ゴマ………………………

材料（4人前）

適宣
3合
1枚
90㎖
適量

お好みで

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
カルシウム 
鉄
塩分

301kcal
13.1ｇ
3.3ｇ
51.1ｇ
56.0mｇ
1.0mｇ
2.0ｇ

栄養価（１人当たり）
①米3合を洗って、大さじ2杯の酒を加えます。
　いつもの水量より少なめに御船川のゆで汁を加えます。
②5㌢角の昆布をのせて1時間ほどおいて炊飯します。
③お好みの具を適度な大きさに切っておきます。
④炊きあがったら昆布を取り除き、すし酢90㎖をまわしかけ、
切るようにして混ぜます。
⑤四角に握って、お好みの具を飾りつければ出来上がり。

※御船川のゆで汁は、御船川を葉と茎に分けて、酢を2～3
滴たらしたお湯で葉をさっとゆで、茎は2～3分ゆでます。

作り方（所要時間約1時間20分）

（エビ、サーモン　など）
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